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華
中
に
お
け
る
生
産
増
強
と
三
井
物
産

―
―
中
支
生
産
増
強
本
部
設
置
（
昭
和
十
九
年
）
に
つ
い
て
―
―

吉
田
ま
す
み

本
稿
で
は
、
二
〇
二
三
年
十
一
月
一
日
に
三
井
文
庫
が
公
開
し
た

「
物
産
調
査
資
料
」
の
解
説
を
兼
ね
、
同
資
料
群
に
含
ま
れ
る
「
中
支

生
産
増
強
本
部
」
設
置
に
関
す
る
史
料
を
紹
介
す
る
。

「
物
産
調
査
資
料
」
に
つ
い
て

「
物
産
調
査
資
料
」
と
は
、『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
五
七
号
の
「
新
規

公
開
資
料
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
述
べ
た
通
（
（
（

り
、
戦
前
の
三
井
物
産
に

お
い
て
社
内
調
査
資
料
と
し
て
作
成
、
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

広
島
大
学
附
属
図
書
館
の
手
を
経
て
三
井
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
、
約
二
〇

〇
〇
点
の
う
ち
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
済
み
の
約
一
二
〇
〇
点
を
昨
年

十
一
月
一
日
に
公
開
し
た
。
現
在
、
残
り
の
約
八
〇
〇
点
を
含
め
全
点

の
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
化
画
像
の
作
成
を
行
な
っ
て
お
り
、

い
ず
れ
未
公
開
部
分
の
公
開
と
全
点
の
デ
ジ
タ
ル
化
画
像
で
の
閲
覧
提

供
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
（
時
期
未
定
）。
以
下
、
現
時
点
で
の
未

公
開
部
分
も
含
め
同
資
料
群
に
つ
い
て
若
干
の
説
明
を
行
な
っ
て
お
き

た
い
。

先
に
こ
れ
ら
を
「
社
内
調
査
資
料
」
と
述
べ
た
が
、
報
告
書
の
形
式

を
と
っ
た
も
の
が
多
く
、
調
査
業
務
を
担
当
し
た
本
店
の
業
務
課
／
業

務
部
／
調
査
部
の
ほ
か
、
本
店
各
部
（
石
炭
部
、
穀
肥
部
、
生
糸
部
、

砂
糖
部
、
金
物
部
、
機
械
部
、
木
材
部
、
船
舶
部
、
営
業
部
な
ど
）、

そ
し
て
世
界
各
地
の
支
店
が
作
成
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
ご

く
一
部
、
他
社
、
他
機
関
作
成
の
も
の
が
存
在
す
る
。
形
体
と
し
て
は

簡
易
な
厚
紙
製
本
が
最
も
多
く
、
ほ
か
に
上
製
本
さ
れ
た
冊
子
や
、
表

紙
等
を
つ
け
ず
に
複
数
の
紙
を
紐
綴
じ
し
て
い
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。

史
料
紹
介
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こ
れ
ら
約
二
〇
〇
〇
点
を
時
期
で
区
分
す
る
と
明
治
期
が
約
一
〇
点
、

大
正
期
が
約
三
〇
〇
点
、
昭
和
期
が
約
一
七
〇
〇
点
で
あ
る
。
昭
和
期

の
う
ち
約
八
〇
〇
点
（
未
公
開
部
分
）
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
期
の
も

の
で
、
本
店
や
大
東
亜
共
栄
圏
内
の
各
支
店
が
作
成
し
た
各
地
の
金
融
、

生
産
、
流
通
、
物
価
、
統
制
組
織
な
ど
の
経
済
状
況
、
政
情
に
関
す
る

調
査
報
告
、
統
計
が
残
さ
れ
て
い
る
。
大
陸
で
の
通
貨
問
題
や
、
南
方

で
の
食
糧
生
産
・
資
源
確
保
に
関
す
る
報
告
が
多
い
が
、
北
京
支
店
の

日
誌
や
英
米
を
研
究
し
た
資
料
も
含
ま
れ
る
。
第
一
に
は
大
正
・
昭
和

期
の
日
本
経
済
史
研
究
に
資
す
る
貴
重
な
資
料
群
で
あ
る
が
、「
北
京

特
派
員
報
告
」
シ
リ
ー
ズ
（
合
名
二
〇
五
〜
二
〇
九-

一
）
の
よ
う
に
、

政
治
外
交
史
研
究
者
に
と
っ
て
も
興
味
深
い
内
容
が
見
ら
れ
る
。

な
お
、
史
料
の
ほ
と
ん
ど
に
は
、「
三
井
物
産
調
査
部
」
等
、
三
井

物
産
あ
る
い
は
三
井
本
社
時
代
の
所
蔵
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
広

島
大
学
附
属
図
書
館
に
一
時
所
蔵
さ
れ
て
い
た
た
め
、「
広
島
大
学
附

属
図
書
館
」
の
整
理
番
号
印
も
捺
さ
れ
て
い
る
。
後
掲
翻
刻
部
分
の
図

を
参
照
さ
れ
た
い
。

「
中
支
生
産
増
強
本
部
設
置
」（
物
産
調
査
一
五
四
三
）
に
つ
い
て

今
回
翻
刻
掲
載
し
た
の
は
、「
物
産
調
査
資
料
」
に
含
ま
れ
る
、
一

九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
に
三
井
物
産
上
海
支
店
が
「
中
支
生
産
増
強

本
部
」
の
発
会
に
つ
い
て
本
店
総
務
部
に
報
告
し
た
史
料
（
全
一
一

枚
）
で
あ
る
（
二
〇
二
四
年
十
二
月
時
点
で
は
未
公
（
（
（
開
）。
一
枚
目
の

お
お
よ
そ
の
状
態
を
図
で
示
し
た
が
、
欄
外
の
書
き
込
み
も
多
く
、
そ

れ
ら
は
翻
刻
に
お
い
て
も
省
略
し
て
い
る
。
一
枚
目
に
は
他
の
「
物
産

調
査
資
料
」
と
同
様
に
、
調
査
部
印
（
二
種
）、
広
島
大
学
附
属
図
書

館
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
一
一
枚
は
右
肩
を
虫
ピ
ン
で
留
め
ら
れ
て
い

た
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
に
伴
い
ピ
ン
は
除
き
、
原
秩
序
は
三
井
文
庫

側
で
テ
キ
ス
ト
情
報
と
し
て
記
録
し
た
。

「
上
海
総
務
情
報
」
の
第
二
七
号
と
し
て
上
海
支
店
か
ら
東
京
の
三

井
物
産
本
店
に
送
ら
れ
た
本
報
告
に
は
、
冒
頭
の
記
述
よ
り
、「
上
海

大
使
館
事
務
所
ノ
肝
入
リ
」
で
設
置
が
実
現
し
た
「
中
支
生
産
増
強
本

部
」
の
発
会
式
の
挨
拶
要
旨
、
設
置
要
綱
案
、
機
構
図
、
い
わ
ゆ
る

「
国
策
新
聞
」
で
あ
っ
た
『
大
陸
新
報
』
の
記
事
が
含
ま
れ
て
い
た
よ

う
だ
が
、『
大
陸
新
報
』
記
事
は
残
っ
て
い
な
い
。
の
ち
に
出
版
さ
れ

た
大
陸
新
報
社
の
『
大
陸
年
鑑
』
昭
和
二
〇
年
版
（
民
国
三
四
年
版
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
中
支
生
産
増
強
本
部
設
置
の
記
事
で
は
、
同
本
部

は
「
民
間
産
業
人
の
創
意
と
工
夫
」
に
よ
り
「
現
行
統
制
の
隘
路
を
補

正
す
る
た
め
の
も
の
」
で
、
当
局
は
「
統
制
の
た
め
の
統
制
機
関
」
で

は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
と
書
い
て
い
（
（
（

る
。「
生
産
増
強
」
に
対

す
る
指
導
機
関
と
し
て
の
同
本
部
の
設
立
に
あ
た
り
、
上
海
支
店
は
当

局
か
ら
の
人
員
供
出
の
要
請
に
「
即
応
シ
」
た
ら
し
く
、
末
尾
の
機
構

図
に
も
あ
る
よ
う
に
本
部
内
の
各
部
、
特
に
工
業
部
、
資
材
部
に
三
井

系
人
物
が
多
く
配
置
さ
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
上
海
支
店
は
協
力
を

是
と
判
断
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
人
員
供
出
の
前
段
で
「
最
有
能



華中における生産増強と三井物産（吉田）

127

ナ
ル
事
務
当
局
ノ
建
設
」
を
「
焦
眉
ノ
問
題
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
、
背
景
に
は
生
産
流
通
に
関
す
る
現
状
へ
の
不
満
が
あ
っ

た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。「
某
中
佐
」
の
「
機
構
ノ
不
備
等
ハ
論
ズ
ル

ヲ
止
メ
速
急
ニ
実
行
ニ
移
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ヲ
切
望
ス
ル
」
と
は
、
そ
の
不

満
と
対
応
す
る
言
葉
で
あ
ろ
う
。
戦
争
末
期
の
三
井
物
産
と
華
中
の
関

係
に
つ
い
て
は
の
ち
に
触
れ
る
と
し
て
、
発
会
式
の
内
容
に
入
ろ
う
。

発
会
式
は
九
月
一
日
、「
中
貿
聯
」、
つ
ま
り
中
華
日
本
貿
易
聯
合
（
（
（

会

の
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。
主
催
者
は
宇
佐
美
珍
彦
中
華
民
国
駐
箚
特
命

全
権
公
使
、
岡
崎
嘉
平
太
参
事
官
、
阪
田
純
雄
参
事
官
（
経
済
部
長
）、

陸
海
軍
調
査
官
、
増
岡
尚
士
産
業
課
長
、
蔭
山
茂
人
同
副
課
長
（
以
上
、

在
上
海
大
使
館
事
務
所
）、
矢
野
征
記
在
上
海
総
領
事
、
植
場
鉄
三
中

支
那
振
興
副
総
裁
、
来
賓
は
陸
海
軍
担
当
官
、
武
内
文
彬
上
海
商
工
会

議
所
専
務
理
事
で
あ
っ
（
（
（

た
。
宇
佐
美
、
岡
崎
ら
は
在
上
海
大
使
館
事
務

所
に
所
属
し
て
お
り
、
生
産
増
強
本
部
設
置
は
、
興
亜
院
経
済
部
長
や

大
東
亜
省
支
那
事
務
局
長
を
つ
と
め
て
き
た
宇
佐
美
、
華
興
商
業
銀
行

（
上
海
）
を
設
立
し
大
東
亜
省
参
事
官
の
経
験
の
あ
る
岡
崎
ら
の
「
肝

入
リ
」
だ
と
、
上
海
支
店
は
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
本
部
「
急
設
」
は
、

発
会
式
冒
頭
で
岡
崎
が
「
今
突
如
発
会
ノ
運
ビ
ト
ナ
」
り
「〔
発
会
式
〕 

参
会
各
位
ニ
ハ
真
相
把
握
ニ
苦
シ
マ
レ
タ
ル
ナ
ラ
ム
」
と
弁
明
し
て
い

る
よ
う
に
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
突
如
降
っ
て
き
た
事
態
だ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
東
條
英
機
内
閣
下
の
サ
イ
パ
ン
島
陥
落
に
よ
り

「
絶
対
国
防
圏
」
が
崩
れ
た
の
ち
一
九
四
四
年
七
月
に
小
磯
國
昭
内
閣

が
発
足
す
る
と
、
八
月
十
九
日
の
御
前
会
議
（
第
八
回
最
高
戦
争
指
導

会
議
）
は
「
今
後
採
る
べ
き
戦
争
指
導
の
大
綱
」
を
決
定
し
、
速
や
か

に
断
行
す
べ
き
施
策
と
し
て
「
極
力
　
日
、
満
、
支
を
通
す
る
地
域
及

南
方
地
域
の
自
活
自
戦
態
勢
を
促
進
す
　
之
か
為
め
先
づ
　
日
、
満
、

支
の
開
発
を
重
視
す
」
る
こ
と
を
そ
こ
に
明
記
し
（
（
（

た
。
海
上
だ
け
で
な

く
既
に
陸
上
輸
送
力
も
不
足
し
て
い
た
こ
の
時
期
に
は
、
本
史
料
内
の

宇
佐
美
公
使
の
挨
拶
に
あ
る
通
り
「
現
地
自
活
態
勢
ノ
確
立
」
が
喫
緊

と
認
識
さ
れ
て
い
（
（
（
た
。
そ
し
て
小
磯
内
閣
の
軍
需
大
臣
に
就
任
し
た
藤

原
銀
次
郎
は
、
す
ぐ
に
鉄
鉱
石
、
石
炭
等
に
関
し
「
経
営
ニ
関
ス
ル
内

地
ノ
最
高
権
威
者
」
を
華
北
に
派
遣
し
現
地
の
軍
官
民
と
の
連
携
、
指

導
に
あ
て
さ
せ
る
必
要
を
唱
え
、
住
友
鉱
業
社
長
の
三
村
起
一
を
華
北

に
派
遣
す
る
手
筈
を
整
え
（
（
（

た
。
中
支
生
産
増
強
本
部
が
急
転
直
下
設
置

さ
れ
た
背
景
に
は
、
藤
原
が
華
北
と
同
様
に
華
中
に
つ
い
て
も
生
産
体

制
の
立
て
直
し
を
行
お
う
と
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
発
会
式
で
岡

崎
や
宇
佐
美
が
「
個
々
ノ
利
害
」
に
起
因
す
る
不
調
和
の
存
在
を
う
か

が
わ
せ
な
が
ら
述
べ
て
い
る
軍
民
へ
の
協
力
支
援
の
お
願
い
は
、
対
南

京
国
民
政
府
も
含
め
現
地
で
の
調
整
が
で
き
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ

と
も
示
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
中
支
生
産
増
強
本
部
は
具
体
的
に
何
を
し
よ
う
と
し
た

の
か
。
要
綱
の
「
方
針
」
に
は
、「
現
地
自
活
物
資
ヲ
充
足
シ
対
日
供

給
、
現
地
軍
需
物
資
収
買
ノ
見
返
物
資
ヲ
確
保
ス
ル
為
〔
中
略
〕
中
支

生
産
増
強
本
部
ヲ
設
置
シ
中
支
ニ
於
ケ
ル
鉱
工
業
ノ
戦
力
化
動
員
ヲ
図
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ラ
ン
ト
ス
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
要
綱
は
「
現
地
自
活
」
だ
け
で
な

く
内
地
へ
の
物
資
供
給
、
ま
た
軍
需
物
資
入
手
（
見
返
物
資
確
保
）
を

目
的
に
据
え
、
鉱
工
業
に
お
け
る
生
産
増
強
を
目
指
し
て
い
る
。
末
尾

の
機
構
図
も
あ
わ
せ
て
確
認
す
る
限
り
、
本
部
長
は
大
使
館
事
務
所
長
、

副
本
部
長
は
経
済
部
長
と
民
間
人
が
つ
と
め
、
そ
の
下
に
総
務
部
、
鉱

山
部
、
工
業
部
、
資
材
部
、
動
力
部
、
労
務
部
を
置
い
て
、
各
部
を
通

し
て
統
制
団
体
と
連
携
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
陸
海
軍
は
参
与

と
し
て
関
与
し
、
本
部
長
、
副
本
部
長
、
参
与
に
陸
海
軍
調
査
官
を
加

え
た
「
生
産
推
進
会
議
」
が
何
か
し
ら
の
協
議
の
場
と
し
て
存
在
す
る
。

こ
こ
に
お
い
て
「
自
己
ノ
業
務
ト
シ
テ
精
励
ア
ラ
ム
コ
ト
ヲ
望
」
ま
れ

た
「
民
間
ヨ
リ
徴
用
シ
タ
ル
専
門
家
」
は
、
軍
需
物
資
の
生
産
増
強
の

実
働
部
隊
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
藤
原
軍
需
相
が

指
導
者
と
し
て
住
友
鉱
業
社
長
を
派
遣
し
た
華
北
と
は
や
や
異
な
り
、

要
綱
自
体
は
大
使
館
事
務
所
が
以
前
よ
り
立
案
、
構
想
し
て
い
た
も
の

が
そ
の
ま
ま
利
用
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
組
織
が
実
際
に
ど

の
よ
う
に
運
用
さ
れ
た
の
か
現
時
点
で
は
判
明
し
て
い
な
い
（
（
（

が
、
後
述

の
撤
退
か
ら
、
有
機
的
に
機
能
し
た
可
能
性
は
極
め
て
低
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

こ
こ
で
日
満
支
間
輸
移
出
関
係
に
お
け
る
華
中
の
位
置
づ
け
を
確
認

し
て
お
く
と
、
企
画
院
が
指
定
す
る
重
要
物
資
の
う
ち
華
中
（「
中
支
」） 

に
期
待
さ
れ
て
い
た
の
は
鉄
鉱
石
と
油
糧
種
実
の
生
産
、
輸
移
出
で
あ

っ
た
。
一
九
四
三
年
八
月
作
成
の
一
九
四
四
年
度
計
画
案
（
企
画
院
）

で
は
、
日
満
支
間
の
輸
移
出
量
で
は
華
中
の
鉄
鉱
石
は
全
体
の
三
割

（
二
七
四
万
ト
ン
）、
油
糧
種
実
は
一
割
強
（
一
万
九
〇
〇
〇
ト
ン
）
と

計
算
さ
れ
て
い
（
（1
（

る
。
石
炭
も
日
満
支
の
他
の
地
域
よ
り
は
格
段
に
少
な

い
が
生
産
が
あ
り
（
一
二
〇
万
ト
ン
）、
た
だ
こ
れ
は
す
べ
て
現
地
消

費
と
さ
れ
て
い
（
（1
（

る
。
こ
の
一
九
四
四
年
度
計
画
は
の
ち
に
修
正
さ
れ
て

お
り
、
一
九
四
四
年
六
月
作
成
案
（
軍
需
省
）
で
は
、
華
中
か
ら
の
鉄

鉱
石
供
給
量
が
三
一
〇
万
ト
ン
か
ら
二
四
四
万
八
〇
〇
〇
ト
ン
に
変
更

さ
れ
、
う
ち
内
地
輸
出
一
七
〇
万
ト
ン
が
二
一
五
万
ト
ン
に
増
加
す
る

一
方
、
華
北
へ
の
供
給
は
三
〇
万
ト
ン
か
ら
五
万
ト
ン
に
、
現
地
消
費

は
三
六
万
ト
ン
か
ら
一
九
万
八
〇
〇
〇
ト
ン
に
減
っ
て
い
（
（1
（

る
。
つ
ま
り
、

六
月
時
点
で
は
華
中
の
鉄
鉱
石
を
大
幅
に
対
日
供
給
に
振
り
切
る
計
画

が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
小
型
溶
鉱
炉
等
に
よ
る
銑
鉄
の
現
地
（
華
北
・

華
中
）
生
産
方
針
が
転
換
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
直
後
の
小

磯
内
閣
で
の
中
支
生
産
増
強
本
部
の
設
置
は
、
六
月
案
と
矛
盾
し
な
い

採
鉱
強
化
体
制
と
読
む
こ
と
も
可
能
だ
が
、
藤
原
軍
需
相
が
華
北
で
の

現
地
生
産
を
強
化
し
た
こ
と
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
や
は
り
物
動
計

画
の
再
度
の
転
換
、
ひ
い
て
は
華
中
の
資
源
、
鉱
工
業
を
戦
時
体
制
と

ど
の
よ
う
に
連
関
さ
せ
る
か
と
い
う
点
で
日
本
政
府
が
大
き
く
揺
れ
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
生
産
増
強
体
制
は
続
か
な
か

っ
た
。

一
九
四
五
年
二
月
二
十
二
日
、
陸
軍
、
海
軍
、
大
蔵
、
大
東
亜
四
省

間
の
申
し
合
わ
せ
と
し
て
「
中
支
那
産
業
緊
急
措
置
要
領
」
が
作
成
さ
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れ
、
華
中
に
お
け
る
鉱
工
業
の
新
規
生
産
拡
充
計
画
を
原
則
中
止
す
る

こ
と
、
そ
の
他
軍
需
生
産
や
民
生
安
定
に
寄
与
し
な
い
施
設
、
企
業
、

原
料
等
を
華
北
、
蒙
疆
、
満
州
に
移
転
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
（
（1
（

た
。
鉱

業
に
お
い
て
増
産
継
続
が
明
言
さ
れ
た
の
は
マ
ン
ガ
ン
鉱
石
と
石
炭
の

み
で
、
そ
の
他
の
鉱
山
に
は
縮
小
整
理
や
機
械
の
移
転
方
針
が
示
さ
れ

た
。
工
業
に
お
い
て
も
鉄
鋼
加
工
、
主
要
機
械
工
業
、
石
油
精
製
、
硫

安
製
造
が
軍
需
生
産
等
に
寄
与
し
な
い
場
合
の
移
転
対
象
と
し
て
明
記

さ
れ
た
。
華
中
に
お
け
る
「
生
産
増
強
」、「
現
地
自
活
」
か
ら
の
実
質

的
な
撤
退
で
あ
っ
た
。
藤
原
は
一
九
四
四
年
十
二
月
に
軍
需
大
臣
を
辞

任
し
て
い
る
。

中
支
生
産
増
強
本
部
へ
の
参
加
に
積
極
的
で
あ
っ
た
三
井
物
産
が
、

こ
の
間
、
ど
の
よ
う
に
動
い
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
三
井
物
産
が
華

中
へ
の
投
資
を
本
格
化
さ
せ
た
の
は
日
中
戦
争
開
始
以
降
と
さ
れ
て

お
（
（1
（

り
、
事
業
会
社
と
し
て
は
淮
南
炭
礦
、
永
礼
化
学
工
業
（
硫
安
）、

上
海
電
業
廠
、
上
海
紡
績
、
上
海
水
泥
経
営
処
（
セ
メ
ン
ト
）、
揚
子

蛋
業
冷
蔵
股
份
（
鶏
卵
加
工
）
な
ど
が
知
ら
れ
（
（1
（

る
。
な
お
中
支
生
産
増

強
本
部
機
構
図
中
、
◎
の
中
山
佐
吉
、
松
本
芳
蔵
、
上
野
良
作
は
中
支

那
振
興
、
○
の
う
ち
奥
村
貞
太
郎
、
稲
垣
登
、
前
川
誠
次
、
小
野
光
次
、

大
橋
義
勝
は
三
井
物
産
上
海
支
店
に
所
属
し
て
い
る
。
石
川
由
吉
は
一

九
四
四
年
四
月
時
点
で
は
上
海
支
店
金
物
課
に
お
り
、
生
産
増
強
本
部

設
置
当
時
は
華
中
鉄
鋼
協
議
会
常
任
理
事
を
つ
と
め
て
い
る
が
、
三
井

物
産
で
の
所
属
は
不
明
で
あ
る
。
一
九
四
四
年
以
降
、
三
井
物
産
は
軍

の
強
い
要
請
に
基
づ
き
燃
料
を
生
産
す
る
三
和
酒
精
（
鎮
江
）、
中
支

科
学
工
業
（
漢
口
）
を
設
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
（
（1
（
が
、
詳
細
を
示
す
史

料
は
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
生
産
増
強
本
部
設
置
に
お
い
て
は
、
三

井
物
産
に
は
技
術
的
な
知
識
だ
け
で
な
く
、
農
産
物
収
買
に
よ
り
形
成

さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
力
が
期
待
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
（
（1
（

る
。

以
上
、
二
〇
二
三
年
度
に
一
部
を
公
開
し
、
残
り
の
部
分
の
公
開
を

控
え
る
「
物
産
調
査
資
料
」
に
つ
い
て
紹
介
を
行
っ
た
。
公
開
の
暁
に

は
多
く
の
方
々
に
閲
覧
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

（
1
）　「
新
規
公
開
資
料
に
つ
い
て
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
五
七
、
二
〇
二
三
、

三
三
三
頁
。

（
2
）　
公
開
ま
で
に
表
題
、
資
料
番
号
に
変
更
が
あ
り
得
る
こ
と
を
ご
承
知

お
き
く
だ
さ
い
。

（
3
）　『
大
陸
年
鑑
』
昭
和
二
〇
年
版
（
民
国
三
四
年
版
）、
大
陸
新
報
社
、

一
九
四
四
、
一
四
六
〜
一
四
七
頁
。「
生
産
力
拡
充
」、「
生
産
拡
充
」

か
ら
後
退
し
た
「
生
産
増
強
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
は
、
原
朗
『
日

本
戦
時
経
済
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
、
三
七
二
頁
（
初

出
は
一
九
八
七
）。「〔「
生
産
増
強
」
に
は
〕
設
備
拡
充
を
あ
き
ら
め
る

の
み
で
な
く
、
生
産
量
の
拡
大
す
ら
困
難
な
状
況
の
も
と
で
、
な
ん
と

か
減
産
を
く
い
と
め
て
生
産
を
確
保
し
、
可
能
な
ら
ば
増
強
を
試
み
た

い
と
の
願
望
が
込
め
ら
れ
て
い
る
」。

（
4
）　
一
九
四
三
年
七
月
設
立
。
交
易
・
流
通
機
構
の
再
編
成
の
な
か
で
、

物
資
統
制
を
管
理
す
る
全
国
商
業
統
制
総
会
と
同
時
に
一
元
的
交
易
機
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関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
高
村
直
助
「
軍
配
組
合
の
終
焉
」
中
村
政

則
・
高
村
直
助
・
小
林
英
夫
編
『
戦
時
華
中
の
物
資
動
員
と
軍
票
』
多

賀
出
版
、
一
九
九
四
、
一
三
一
〜
一
三
四
頁
。

（
5
）　
人
事
、
経
歴
情
報
に
つ
い
て
は
秦
郁
彦
編
『
日
本
近
現
代
人
物
履
歴

事
典
』（
第
二
版
）、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
、
同
編
『
日
本
官

僚
制
総
合
事
典
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
、
お
よ
び
『
人
事
興

信
録
』
等
に
よ
る
。

（
6
）　
策
定
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室

『
戦
史
叢
書
』
大
本
営
陸
軍
部
九
、
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
七
五
、
第
一
章
。

（
7
）　
華
北
で
は
一
九
四
四
年
四
月
に
機
械
類
の
現
地
自
給
化
が
勧
告
さ
れ

て
い
る
。
中
村
隆
英
『
戦
時
日
本
の
華
北
経
済
支
配
』
山
川
出
版
社
、

一
九
八
三
、
三
二
四
〜
三
二
七
頁
。

（
8
）　
同
前
、
三
三
四
〜
三
三
五
頁
。
藤
原
は
か
つ
て
華
北
視
察
を
行
っ
た

際
、
鉄
鉱
、
石
炭
等
に
関
し
て
技
術
陣
、
経
営
陣
と
も
に
「
二
流
三
流

の
人
物
」
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
た
。
同
前
、
三

一
〇
頁
。
な
お
九
月
前
後
か
ら
鉄
鋼
生
産
等
に
つ
い
て
新
た
な
生
産
増

強
計
画
の
立
案
が
始
動
し
た
が
、
大
東
亜
省
と
軍
需
省
の
対
立
、
ま
た

資
材
、
輸
送
力
、
労
働
力
な
ど
の
絶
対
的
な
不
足
の
た
め
竜
頭
蛇
尾
に

終
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
同
前
、
三
三
四
〜
三
四
三
頁
。

（
9
）　
国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
「
秋
元
文
書
」（
秋
元
順
朝
）
に
関
連

史
料
が
存
在
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
調
査
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

（
10
）　
山
崎
志
郎
『
太
平
洋
戦
争
期
の
物
資
動
員
計
画
』
日
本
経
済
評
論
社
、

二
〇
一
六
、
五
一
二
〜
五
一
五
頁
、
表
三-

九
。
な
お
華
北
と
華
中
の

交
易
関
係
に
限
定
す
る
と
、
基
本
的
に
華
北
→
華
中
へ
の
石
炭
、
華
中

→
華
北
へ
の
食
糧
・
生
活
必
需
品
と
い
う
構
造
に
あ
っ
た
。
前
掲
、
中

村
、
二
八
九
〜
三
〇
〇
頁
。

（
11
）　
前
掲
、
山
崎
、
五
一
二
〜
五
一
五
頁
、
表
三-

九
。

（
12
）　
同
前
、
六
二
二
〜
六
二
三
頁
、
表
三-

六
三
。

（
13
）　「
中
支
那
産
業
緊
急
措
置
要
領
」『
大
東
亜
戦
争
中
ノ
帝
国
ノ
対
中
国

経
済
政
策
関
係
雑
件
　
第
五
巻
』（
外
務
省
記
録E

.0.0.0.5_005

、
外

交
史
料
館
所
蔵
）、R

ef. B
08060391700.

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ

ー
に
て
閲
覧
。

（
14
）　
春
日
豊
『
帝
国
日
本
と
財
閥
商
社
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一

〇
、
六
一
二
頁
。

（
15
）　
三
井
文
庫
編
『
三
井
事
業
史
』
本
篇
第
三
巻
下
（
鈴
木
邦
夫
執
筆
）、

二
〇
〇
一
、
七
一
一
〜
七
一
二
頁
。

（
16
）　
前
掲
、
春
日
、
五
八
五
、
六
一
三
〜
六
一
四
頁
。

（
17
）　
三
井
物
産
は
華
中
地
域
内
の
農
産
物
（
小
麦
、
雑
穀
、
採
油
種
実
、

米
な
ど
）
の
収
買
を
担
い
、
昭
和
一
九
年
度
の
穀
物
・
油
脂
の
取
扱
高

は
華
北
の
四
億
一
〇
〇
〇
万
円
を
超
え
四
億
九
〇
〇
〇
万
円
に
達
し
た
。

か
つ
東
洋
棉
花
も
華
中
で
の
棉
花
収
買
お
よ
び
小
麦
や
雑
貨
の
商
品
取

扱
を
拡
大
さ
せ
て
い
た
。
前
掲
、
三
井
文
庫
、
五
九
四
〜
五
九
五
、
六

一
三
〜
六
一
五
頁
、
第
二-

一
〇
八
表
。
な
お
物
産
の
統
計
は
淮
海
地

区
の
徐
州
支
店
が
昭
和
一
九
年
度
統
計
で
は
「
華
北
」
か
ら
「
華
中
」

地
域
へ
と
分
類
換
え
さ
れ
た
こ
と
も
、「
華
中
」
の
取
扱
高
数
字
を
押

し
上
げ
て
い
る
。
同
、
第
二-

一
〇
〇
表
（
注
）。
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「
中
支
生
産
増
強
本
部
設
置
」（
物
産
調
査
一
五
四
三
）

一
枚
目

〔
欄
外
印
字
：
総
務
部
長
、
調
査
部
長
、
商
事
部
総
務
課
〔
横
に
「
総

務
部
業
務
課
」
印
〕、
中
華
室
、
横
浜
、
名
古
屋
、
大
阪
、
神
戸
、
京

城
、
台
北
、
新
京
奉
天
、
大
連
、
天
津
、
北
京
、
済
南
、
漢
口
、
青
島
、

張
家
口
、
広
東
、
香
港
、
厦
門
、
汕
頭
、
各
店
長
、
管
下
店
〕

〔
欄
外
印
：
荒
波
〕

昭
和
十
九
年
九
月
二
日

上
海
支
店
　
総
務
課
長

総
務
部
長
殿

上
海
総
務
情
報
（
九
月
二
日
）
第
二
十
七
号

一
、
中
支
生
産
増
強
本
部
ノ
事

夙
ニ
当
地
軍
官
民
間
ニ
中
支
経
済
ニ
就
キ

生
産
増
強

物
資
蒐
買

重
要
物
資
保
管

物
資
配
給

輸
送

五
部
門
ニ
於
ケ
ル
綜
合
的
且
ツ
強
力
ナ
ル
企
画
指
導
機
関
ノ
設
置
ガ
強

力
ニ
要
望
被
致
居
候
処
今
般
上
海
大
使
館
事
務
所
ノ
肝
入
リ
ニ
テ
五
部

門
中
最
緊
急
且
ツ
根
元
的
ナ
ル
「
生
産
増
強
本
部
」
樹
立
ノ
案
ガ
熟
シ

昨
九
月
一
日
上
海
中
貿
聯
ニ
於
テ
発
会
式
挙
行
致
サ
レ
候

茲
許
同
式
場
ニ
於
テ
開
陳
サ
レ
タ
ル
当
路
者
挨
拶
要
旨
、
設
置
要
綱
案
、

機
構
並
ニ
右
ニ
関
ス
ル
大
陸
新
報
記
事
同
封
御
高
覧
ニ
供
上
候

本
機
構
ノ
発
展
強
化
、
機
能
ノ
全
面
的
発
揮
ノ
為
ニ
ハ
先
ヅ
席
上
痛
切

ニ
叫
バ
レ
タ
ル
軍
官
民
ノ
協
力
即
チ
生
産
管
理
主
体
ガ
何
レ
ニ
有
ル
カ

ヲ
不
問
、
挙
ゲ
テ
此
ヲ
掌
握
ス
ル
コ
ト
ガ
絶
対
ニ
必
要
デ
ア
リ
次
ニ
最

有
能
ナ
ル
事
務
当
局
ノ
建
設
ガ
焦
眉
ノ
問
題
ト
可
相
成
候
〔
。〕
此
ノ

両
点
ニ
就
キ
解
決
ヲ
今
後
ニ
委
ネ
ラ
レ
タ
ル
多
ク
ノ
問
題
ヲ
猶
残
シ
居

ル
モ
ノ
ト
考
慮
致
居
候

当
店
ニ
於
テ
ハ
当
局
要
請
ニ
即
応
シ
別
記
人
員
ヲ
供
出
（
現
職
兼
務
）
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仕
居
候
〔
。〕
今
後
ノ
推
移
如
何
ニ
ヨ
リ
尚
一
層
ノ
協
力
必
要
ナ
ル
場

合
モ
予
測
被
致
候
間
、
宜
敷
御
指
導
御
高
援
相
仰
度
経
過
御
報
告
旁
々

御
依
頼
申
上
候

�

以
上

生
産
増
強
本
部
発
会
式

�

日
時
　
九
月
一
日
午
前
十
時

�

場
所
　
中
貿
聯
会
議
室
　
　

列
席
者

主
催
者
側

　
宇
佐
美
公
使
　
岡
崎
参
事
官
　
坂マ
マ田
参
事
官
　

　
陸
海
軍
調
査
官
　
増
岡
産
業
課
長
　
蔭
山
同
副
課
長

　
矢
野
総
領
事
　
植
場
中
支
振
興
総マ
マ裁

来
賓

　
陸
海
軍
関
係
担
当
官

　
商
工
会
議
所
　
武
内
専
務
理
事

其
他

　
被
徴
用
者
一
同

中
支
生
産
増
強
本
部
開
設
式
次
第

一
、
岡
崎
参
事
官
司
会

�

中
支
生
産
増
強
本
部
設
置
ニ
関
ス
ル
企
画
ハ
夙
ニ
立
案
セ
ラ
レ
居
リ

タ
ル
処
ナ
レ
ド
モ
今
般
突
如
発
会
ノ
運
ビ
ト
ナ
リ
タ
ル
為
メ
参
会
各

位
ニ
ハ
真
相
把
握
ニ
苦
シ
マ
レ
タ
ル
ナ
ラ
ム
。
要
ス
ル
ニ
苛
烈
ナ
ル

此
戦
局
下
ニ
対
応
セ
シ
ム
ベ
キ
生
産
推
進
機
関
ト
シ
テ
急
設
セ
ラ
レ

タ
ル
モ
ノ
ニ
付
各
位
ハ
一
億
総
武
装
ノ
心
構
ヘ
ヲ
以
テ
単
ニ
官
庁
ノ

業
務
ヲ
手
伝
フ
ト
イ
フ
如
キ
観
念
ヨ
リ
脱
却
シ
文
字
通
リ
自
己
ノ
業

務
ト
シ
テ
精
励
ア
ラ
ム
コ
ト
ヲ
望
ム
次
第
ナ
リ
。

二
、
宇
佐
美
公
使
挨
拶

�

中
支
ニ
於
ケ
ル
生
産
増
強
ノ
声
ハ
今
日
俄
ニ
論
ゼ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ

ハ
非
ザ
ル
モ
現
戦
局
ノ
段
階
ニ
在
リ
テ
中
支
ト
申
ス
土
地
ノ
重
要
性

ハ
更
ニ
急
速
ナ
ル
増
強
ヲ
図
リ
以
テ
国
家
ノ
要
請
ニ
答
フ
ル
必
要
ヲ

生
ゼ
リ
。
殊
ニ
対
日
期
待
物
資
ノ
愈
々
期
待
薄
ク
ナ
レ
ル
今
日
現
地

自
活
態
勢
ノ
確
立
ハ
喫
緊
ノ
要
ナ
ル
コ
ト
勿
論
ニ
シ
テ
現
地
軍
用
品

生
産
ヲ
第
一
義
ト
シ
進
ン
デ
ハ
対
日
供
給
物
資
ノ
生
産
乃
至
重
要
物

資
蒐
買
用
見
返
物
資
ノ
生
産
ニ
至
ル
迄
図
ル
必
要
ヲ
生
ズ
ル
訳
ナ
リ
。

此
際
コ
ノ
目
的
達
成
ノ
タ
メ
凡
ユ
ル
隘
路
ヲ
打
開
シ
以
テ
急
速
増
強

態
勢
確
立
ヲ
意
図
シ
当
増
強
本
部
ヲ
設
置
ス
ル
ニ
至
レ
ル
次
第
ナ
リ
。

�

サ
レ
バ
ト
テ
事
ハ
単
ナ
ル
官
庁
ノ
ミ
ノ
創
意
ヲ
以
テ
達
成
シ
得
ル
モ

ノ
ニ
非
ズ
軍
官
民
真
ニ
一
致
セ
ル
綜
合
力
ヲ
以
テ
諸
種
ノ
困
難
ヲ
克

服
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
思
量
ス
ル
ガ
故
ニ
此
際
特
ニ
軍
方
面
ノ
理
解
ト
援

助
ヲ
仰
ギ
目
的
達
成
ヲ
期
シ
タ
シ
。
即
チ
中
央
ノ
意
向
ヲ
モ
加
味
シ

中
支
生
産
増
強
本
部
ノ
組
織
ヲ
作
リ
タ
レ
ド
モ
コ
レ
ハ
単
ナ
ル
統
制

ノ
タ
メ
ノ
統
制
機
関
ニ
ハ
非
ズ
シ
テ
生
産
増
強
ヲ
推
進
シ
援
助
シ
当
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面
ス
ル
隘
路
ヲ
打
開
シ
ツ
ヽ
工
夫
ト
創
意
ヲ
以
テ
綜
合
力
ヲ
発
揮
ス

ベ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
個
々
ノ
利
害
ヲ
考
慮
ス
ベ
キ
機
関
ニ
非
ザ
ル
コ
ト

ヲ
銘
記
サ
レ
タ
シ
。

�

生
産
ノ
増
強
ハ
単
ニ
日
本
側
ノ
ミ
ニ
止
マ
ラ
ズ
支
那
側
生
産
力
ヲ
モ

活
用
ス
ベ
キ
コ
ト
勿
論
ナ
レ
ド
コ
レ
ハ
寧
ロ
支
那
側
ヨ
リ
進
ン
デ
協

力
ス
ル
ガ
如
ク
施
策
ス
ル
コ
ト
肝
要
ナ
リ
。
此
際
呉
々
モ
御
願
シ
タ

キ
ハ
斯
種
業
務
ハ
軍
部
ノ
援
助
ナ
ク
シ
テ
完
遂
シ
得
ル
モ
ノ
ニ
非
ザ

レ
バ
今
後
共
何
分
ノ
御
支
援
ヲ
仰
ギ
以
テ
急
速
且
ツ
効
果
的
ナ
ル
成

果
ヲ
結
バ
シ
メ
タ
キ
次
第
ナ
リ
。

三
、
艦
隊
参
謀
某
中
佐
挨
拶

�

端
的
ニ
表
示
シ
テ
今
日
ホ
ド
生
産
増
強
ノ
要
大
ナ
ル
時
期
ア
ラ
ズ
。

此
際
陸
海
軍
ヲ
代
表
シ
本
増
強
本
部
ニ
対
シ
可
及
的
援
助
ヲ
ナ
ス
ベ

キ
コ
ト
ヲ
表
明
ス
。
本
官
ハ
上
海
着
任
早
々
ニ
シ
テ
実
情
ヲ
詳
カ
ニ

了
知
セ
ザ
レ
ド
モ
未
タ
未マ
マタ
上
海
ハ
内
地
ニ
比
シ
資
材
其
他
諸
種
ノ

面
ニ
於
テ
余
裕
ア
リ
。
当
増
強
本
部
ノ
構
成
員
諸
氏
ガ
業
界
ニ
於
テ

堪
能
ナ
ル
仁
ナ
ル
コ
ト
ニ
思
ヲ
致
シ
所
謂
机
上
ノ
空
論
ニ
終
ル
コ
ト

ナ
ク
機
構
ノ
不
備
等
ハ
論
ズ
ル
ヲ
止
メ
速
急
ニ
実
行
ニ
移
ラ
ル
ヽ
コ

ト
ヲ
切
望
ス
ル
次
第
ナ
リ
。

�

本
官
ノ
内
地
査
察
ノ
経
験
ニ
徴
ス
レ
バ
実
体
ノ
把
握
ト
申
ス
コ
ト
最

モ
肝
要
ナ
リ
。
真
ニ
実
体
ヲ
把
握
シ
其
原
因
ヲ
「
ト
レ
ー
ス
」
ス
ル

ニ
非
ザ
レ
バ
如
何
ナ
ル
隘
路
モ
打
開
シ
得
ザ
ル
コ
ト
ヲ
銘
記
シ
以
テ

現
時
局
ノ
切
迫
セ
ル
要
求
ニ
答
フ
ベ
キ
モ
ノ
ト
信
ズ
ル
次
第
ナ
リ
。

中
支
生
産
増
強
本
部
設
置
要
綱
案
（
一
九
、
八
、
二
八
）

（
一
）、
方
針

�

現
地
自
活
物
資
ヲ
充
足
シ
対
日
供
給
、
現
地
軍
需
物
資
収
買
ノ
見
返

物
資
ヲ
確
保
ス
ル
為
左
ノ
要
項
ニ
依
リ
中
支
生
産
増
強
本
部
ヲ
設
置

シ
中
支
ニ
於
ケ
ル
鉱
工
業
ノ
戦
力
化
動
員
ヲ
図
ラ
ン
ト
ス

（
二
）、
要
領

（
一
）
本
本
部
ノ
機
構
左
ノ
如
シ

　（
イ
）
本
本
部
ハ
在
上
海
大
使
館
事
務
所
ノ
機
構
ト
ス

　（
ロ
）�

構
成
員
ハ
軍
官
関
係
者
ノ
外
ハ
民
間
ヨ
リ
徴
用
シ
タ
ル
専

門
家
ト
シ
之
ニ
所
要
ノ
職
員
ヲ
配
置
ス

　（
ハ
）
事
務
分
掌
ハ
概
ネ
左
ノ
如
シ

　
　（
1
）
総
務
部

　
　（
2
）
鉱
山
部

　
　（
3
）
工
業
部

　
　（
4
）
資
材
部

　
　（
5
）
動
力
部

　
　（
6
）
労
務
部

　（
ニ
）�

本
部
長
ハ
在
上
海
大
使
館
事
務
所
長
ト
シ
副
本
部
長
ハ
経

済
部
長
及
民
間
人
一
名
ト
ス

　
　 
　
陸
海
軍
参
加
人
員
ハ
参
与
ト
ス

（
二
）
本
本
部
ノ
処
理
事
項
左
ノ
如
シ
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　（
イ
）
生
産
推
進
ニ
関
ス
ル
一
般
事
項

　
　 

　
各
物
資
生
産
計
画
ノ
綜
合
調
査

　
　 
　
工
場
ノ
調
査

　
　 

　
発
注
ノ
統
制

　
　 

　
華
側
生
産
力
ノ
活
用�

（
総
務
部
）

　（
ロ
）
各
□
資
ノ
生
産
計
画
ノ
樹
立
、
生
産
実
績
ノ
査
察

　
　 

　
重
点
操
業
乃
至
企
業
整
備
ノ
促
進
（
鉱
山
部
）�

（
工
業
部
）

　（
ハ
）
原
材
料
其
ノ
他
市
中
在
庫
品
ノ
調
査

　
　 

　
原
材
料
ノ
調
達
及
配
分�

（
資
材
部
）

　（
ニ
）
石
炭
、
電
力
ノ
確
保
、
利
用
効
率
化
、
重
点
配
当

�

（
動
力
部
）

　（
ホ
）
労
務
ノ
確
保
、
重
点
配
置�

（
労
務
部
）

（
三
）�

本
部
長
、
副
本
部
長
、
陸
海
軍
調
査
官
各
部
長
並
陸
海
軍
参

与
ヲ
以
テ
生
産
推
進
会
議
ヲ
構
成
ス
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